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■９月議会　補正予算案など２１議案を可決

９月４日から２７日にかけて船橋市議会第３回定例会（９月議会）が開催され、市提出の２１議案が可決されました。主な議案の内容と質疑の概要をお伝えします。

★補正予算　西海神小学校用地の取得に２億８千万円余の歳出
現在借地となっている西海神小学校の用地の一部について、所有者の方が亡くなられたことに伴い、市に買い取りの申し出があり、急遽補正予算において取得することとなりました。総額は２億８千万円あまりとなり、財源は主として市債の発行によってまかなわれます。あわせて、アンデルセン公園の拡張計画に伴う用地の取得などの案件が提出され、審議の結果可決されました。市内小学校には他にも用地が借地となっている学校が数校あるとのことであり、計画的に取得を進めるよう要望がなされました。
★公園遊具の破損による事故の損害賠償について

２００４年末に発生した、市が管理する公園遊具での事故に伴う損害賠償の額の決定及び和解についての議案が審議されました。事故の内容等についての詳細な質疑が行われると同時に、公園遊具の管理について、補修等の対応が後手に回っている状況が指摘されました。
★前市議に対する政務調査費の返還を求める訴えの提起について

去る６月、船橋市監査委員が現・前船橋市議数名の政務調査費について一部違法不当なものがあったとの見解を示したことに基づき、市では該当する金額の返還をそれぞれ求めていたところ、１名の方が争う姿勢を示したため、返還を求める訴訟を起こす運びとなり、議会の議決を求められることとなりました。政務調査費については前号の市議会レポートにも書かせていただきましたが、今回対象となっている支出の内容（出身地への度重なる視察）について、正直言って擁護するのは難しいかもしれません。
　しかしながら、今回の議案質疑において問題とされたのは、民意の負託を受けた議員の活動の内容を、選挙の洗礼を経ていない監査委員が独自にその是非を判断することが果たして妥当なのか、という原則論であり、議員の活動を制約することにつながりかねないこの議案に対し慎重な審議が行われました。

　結果として、訴訟もやむなしとの結論から可決されましたが、政務調査費の在り方については今後も議論を呼ぶことになると思われます。
その他の議案と議決結果等については１０月２５日発行予定の「市議会だより」や市議会ホームページをご参照ください。
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今回の一般質問は、現在船橋市が計画しているマンション等の建築物の高さ制限（高度地区変更）問題について、当会派（市政会）でプロジェクトチームを構成し調査研究を行った結果も踏まえ、保守の立場から初めて質問を行いました。専門的な用語等も多く、少々なじみにくいかもしれませんが、是非ご一読ください。
（わかりやすくするために質疑の順序・表現を一部編集してあります）

Q日色：今般、船橋市においてマンション等の建築物の高さを制限しようとする目的・理由は何か。

A都市計画部長：建築基準法の規制緩和の結果、地域にふさわしくない建物が建つなどの課題が発生
している。住宅系用途地域における建物の高さに関する最低限のルールづくりである。

Q日色：マンション紛争の原因はさまざまであり、高さのみを制限しても解決しないであろう。
この規制による紛争予防の効果についてどのように考えているのか。

A部長：高さ制限だけでただちに解決するとは考えていないが、その一助となることを期待する。
Q日色：区域の設定について、現在市場通りを境に市を二分し、その北側で最高２０ｍ、南側で最高
３１ｍとすることとなっているが、あまりに画一的・一面的ではないか。

A部長：地域や生活の拠点となる近隣商業地域については、最高限度を再検討して参りたい。

Q日色：２０ｍ・３１ｍという規制値の設定理由は何か。

A部長：用途地域や容積率等を勘案して、その容積率が利用可能で一定の環境が維持できる値として
導き出したものである。

Q日色：施行までに十分な猶予期間をもち、周知徹底を図るべきではないか。
A部長：事業者等への周知は、市の考えを公表する段階から行っていく。同様に市民への周知徹底も
重ねて図って参りたい。

Q日色：現在すでに建っている建築物の建て替えについての規制を緩和すべきではないか。
A部長：具体的な権利が存在し、居住している者がいること等を踏まえ、建て替えの特例を認める。

Q日色：このような公共の福祉と私権の制限について、そのバランスをどのように考えるか。
A建設局長：公共の福祉と私権の制限のバランスについては、その制限の目的及び必要性が妥当か、
また制限が目的達成のため必要かつ合理的な範囲かどうか、そして社会的合意が
得られるかどうかで判断する。
Q日色：今回の規制に伴う居住不安や財産権の毀損を決して起こさないように願いたい。
A市長：船橋市の今後の街づくりに関する大きなルールづくりである。市民への説明責任を果たし、

納得、安心してもらえる制度となるよう、都市計画審議会に諮って参りたい。

質問の模様は市議会ホームページにて録画放映されておりますのでぜひ一度ご覧ください。
なお、この高さ制限に関する記事は１１月１日発行の「広報ふなばし」に掲載される予定です。


■市民環境経済委員会から・・・
★割賦販売法の抜本的改正に関する請願を全会一致で採択

今回、私の所属する会派「市政会」では、千葉県弁護士会及び千葉県司法書士会からの要請を受けて、割賦販売法の改正に関する請願（※）の紹介議員となり、同様に私の所属する市民環境経済委員会が該当の所管委員会となりました。 

この請願の内容は少々複雑なのですが、要するに近年、高齢者や認知症などの弱者を狙った悪質商法（過剰販売・次々販売）にクレジット（信販）が過剰与信などの理由によって悪用されるケースが頻発しており、そうした被害を防ぐべく法律の改正を求める（という趣旨の意見書を船橋市議会から国に提出するよう求める）、というものです。 

９月議会を前に申し入れがあり、数時間にわたる勉強会の結果、当会派として全面的に支援すべきとの判断のもと、これまで保守系会派が紹介議員となることはあまりなかったと仄聞しているのですが、前例にとらわれず請願として提出される運びとなりました。 

委員会では、紹介議員としてどんな質問の嵐に遭うかと戦々恐々としていましたが（※）、幸いにも？提出者の県弁護士会から専門家の方が参考人として出席していただけることとなり、明瞭かつ実例を交えた説明がなされ、全会一致で無事採択される結果となりました。 

県弁護士会によると、来春の割賦販売法改正（２０年に１度の大改正とのこと）を見据えた全国的な運動の一環ということですが、消費者保護という大事なテーマに、紹介議員として一定の役割を果たせたこと（実際には委員会で私が説明をしたわけではないのですが・・・）について、大変良い勉強をさせてもらったと感じています。 

ともすれば、「これは左派系の主張」「保守の論理には与さない」と不毛な議論が起きがちな政策論争ですが、保革の垣根を越えて協調すべきテーマについては今後とも積極的に議論をしていきたいと考えるところです。
（※）議会に対する要望のうち、紹介議員があるものを請願、無いものを陳情と呼びます。受理された後の取り扱いに差はありませんが、紹介議員となった場合、所属の委員会において責任をもってその願意や経緯について質疑に応じるといった暗黙の？了解があるようです。 

★船橋市商店街連合会の皆さんと意見交換
去る９月３日、船橋市商店街連合会（会長：伊東實氏、海神商店会）の役員の皆様方と、市民環境経済委員会委員との意見交換会が開催され、私も委員として出席しました。
席上では、郊外型大型店舗の増加や後継者不足などで、地域の商店街が厳しい状況にあるなか、行政に対する要望や意見が多数寄せられました。また、厳しい中にあっても、地域と密着して様々な取り組みが行われていることの紹介もなされ、大変参考になる意見交換会でした。

　地域の商店街が元気を無くしてしまうことは、船橋の街づくりを考える上で大きな問題であると認識しています。特効薬はありませんが、子供のころ通った商店街がこれからも街の牽引役となってもらえるよう、知恵を出し合っていかなければならないと思います。

■先月を振り返って・・・

９月の活動の一部をご紹介します。

１日　 マンション問題に関する陳情相談　　　　１７日　 休養日
２日　 船橋の論点ver.１0原稿作成・印刷　　　１８日★ 議会　一般質問最終日　追加議案質疑
３日★ 船橋市商店会連合会との意見交換会　　　１９日★ 駅頭用のぼりを新調する
４日★ 議会開会日　議案説明・報告事項等質疑　２０日★ 議会　市民環境経済委員会
５日★ 議案検討・一般質問準備　　　　　　　  ２１日　 小学校施設の修繕について相談
６日★ 会派議案等勉強会　　　　　　　　　　　２２日　 事務所にて書類整理ほか
７日　 マンション問題：事業者からヒアリング　２３日 　ワセダ125ｋｍ市民ウォーク手伝い
８日 　船橋稲門会役員会出席　　　  　　　　　２４日　 休養日
９日　 国際交流協会２０周年記念パーティー　　２５日★ 秋のアウトドア教室募集チラシ配布
１０日★ 議会　議案質疑　　　　　    　　　　　２６日★ 海神４・５丁目自治会ふれあい談話室
１１日★ 議会　一般質問登壇　　　  　　　　　　２７日★ 議会閉会日　議案等採決
１２日★ 議会　一般質問２日目　　    　　　　　２８日★ 市議会レポートvol.2原稿作成
１３日★ 議会　一般質問３日目　２９歳の誕生日  ２９日   市議会レポートvol.2印刷作業
１４日★ 議会　一般質問４日目　　　  　　　　　３０日　 ワセダ125km市民ウォーク手伝い②
１５日　 海神中学校運動会表敬訪問　　　　   
１６日　 海神４・５丁目自治会敬老会出席　　　　　　　　（★は朝駅頭活動実施日）
■朝の駅頭活動スケジュール（原則毎朝6時～9時）
	月
	火
	水
	木
	金

	JR船橋駅


	JR東船橋駅


	京成海神駅

東葉高速東海神駅ほか
	JR西船橋駅


	JR津田沼駅


※公務・急用・荒天などにより変更する場合があります。
船橋市議会議員　日色　健人（ひいろ・たけと）　プロフィール

１９７８年船橋市生まれ 2９歳　二葉幼稚園、西海神小学校、市川学園中・高を経て早稲田大学法学部卒業。サラリーマン生活を経てアメリカ合衆国西海岸を南北に貫く「パシフィック・クレスト・トレイル」全4200ｋｍを徒歩で踏破（日本人初）。２００７年４月の船橋市議会議員選挙において３４５７票を頂き初当選。現在1期目。
市民環境経済委員会委員・決算特別委員会委員・青少年問題協議会委員・会派「市政会」所属
地域での主な活動：ボーイスカウト船橋第３団団委員・船橋稲門会（早大OB会）幹事、槙の木レオクラブ
副会長、船橋市国際交流協会会員、日本山岳会会員、船橋ワイズメンズクラブ会員　ほか　
家族：妻と一男一女
趣味：アウトドアスポーツ（山歩き、キャンプ、カヌー）愛読書：ヘンリー・D・ソロー「森の生活」
座右の銘：Where there is will, there is a way.（意志あるところ必ず道あり）
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◎編集後記・・・


９月で29歳になりました。当然ながら船橋市議会最年少の議員であることに変わりはなく、ベテランの方々に囲まれて日々勉強の連続です。


20代最後の1年も悔いのないよう全力で過ごしたいと思うこのごろです。








